
４
月
27
日
、
８
名
が
参

加
し
、
長
崎
知
事
に
、
受

け
入
れ
の
前
提
「
同
室
同

量
」
に
反
し
、
イ
ラ
ン
攻

撃
に
直
結
す
る
訓
練
は
中

止
せ
よ
、
県
是
で
あ
る

「
北
富
士
演
習
場
全
面
返
還
・

平
和
利
用
」
に
徹
す
る
こ

と
、
な
ど
を
強
く
申
し
入

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
訓
練
は

日
米
合
意
に
反
す
る
、
空

中
給
油
に
怒
り
と
危
機
感

を
感
じ
る
、
こ
の
訓
練
が

「
同
質
同
量
」
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
イ
ラ
ン
戦
争

へ
の
加
担
で
は
な
い
か
、

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
北
富
士
対

策
課
の
担
当
者
は
、「
皆
様

の
意
見
は
知
事
に
伝
え
た

い
。
訓
練
は
96
年
ま
で
キ
ャ

ン
プ
ハ
ン
セ
ン
で
行
わ
れ

て
い
た
も
の
と
同
質
同
量

で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
国
の
専
権

事
項
で
あ
り
詳
細
は
控
え

る
。」
と
い
う
回
答
を
繰
り

返
す
ば
か
り
。

参
加
し
た
者
と
し
て
、

県
の
対
応
に
憤
懣
や
る
方

な
い
思
い
と
と
も
に
、
今

後
も
県
民
の
平
和
を
願
う

強
い
想
い
を
訴
え
続
け
る

事
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
だ
と
痛
感
し
た
。（
河
村
）

５
月
８
日
12
時
か
ら
、

甲
府
駅
南
口
広
場
で
13
名

が
参
加
。
手
に
手
に｢

富
士

山
で
戦
争
の
訓
練
反
対
！｣

、

｢
富
士
を
撃
つ
な
！｣

、｢

砲

撃
訓
練
や
め
よ
！｣

な
ど
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
駅
に
出
入

り
す
る
人
、
バ
ス
を
待
つ

人
に
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
引
き
続
き
、

定
例
の

６
９
行

動
と
し

て
、
核

兵
器
禁

止
条
約

の
批
准
、

改
憲
反

対
の
各

署
名
活

動
を
行

い
ま
し

た
。

（
倉
嶋
）

砲
撃
訓
練
は
５
月
18
日

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
富
士
共
闘
会
議
は
、
山

中
湖
９
条
の
会
や
郡
内
地

域
の
有
志
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
得
て
、
山
中
湖
畔
で

監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。18

日
は
、
朝
６
時
台
か

ら
、
東
富
士
演
習
場
の
爆

裂
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま

し
た
。
忍
野
村
の
天
野
村

議
に
よ
る
と
、
６
月
７
日

に
実
施
さ
れ
る
富
士
総
合

火
力
演
習
に
備
え
て
の
活

動
と
の
こ
と
。

北
富
士
演
習
場
で
は
、

８
時
頃
か
ら
訓
練
が
始
ま

り
、
午
後
８
時
ま
で
に
133

発
の
発
射
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

監
視
活
動
は
26
日
ま
で
、

毎
日
朝
７
時
か
ら
夜
９
時

ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

（
倉
嶋
）

５
月
11
日
、
北
杜
市
の

須
玉
ふ
れ
あ
い
館
駐
車
場

か
ら
北
杜
市
役
所
ま
で
60

人
が
行
進
。
市
役
所
前
で

の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
市
民

80
人
、
市
役
所
職
員
25
人

が
参
加
。
奥
村
幸
さ
ん
の

司
会
で
、
大
柴
市
長
の
挨

拶
の
後
、
通
し
行
進
者
の

岸
田
英
子
さ
ん
が｢

戦
争
は

絶
対
に
ダ
メ
！｣

と
力
強
く

挨
拶
。
市
長
へ
の
千
羽
鶴

の
贈
呈
、
新
婦
人
と
八
ヶ

岳
九
条
の
会
の
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ

て
韮
崎
市
に
向
か
い
ま
し

た
。韮

崎
市
で
は
、
市
民
、

市
役
所
職
員
各
20
人
程
で

セ
レ
モ
ニ
ー
。
長
谷
川
副

市
長
、
岸
田
さ
ん
の
挨
拶

の
後
、
向
山
三
樹
さ
ん
が

韮
崎
市
の
平
和
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
終

了
後
韮
崎
駅
に
向
け
て
行

進
し
ま
し
た
。

5
月
1
日
、
雨
の
中
、

甲
府
駅
北
口
広
場
に
約

500
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
歌
で
始
ま
り
、

主
催
者
・

来
賓
の
挨
拶
、

メ
ー
デ
ー
宣
言
、
各
界
か

ら
の
訴
え
と
決
意
、
特
別

決
議
、
詩
の
朗
読
と
続
き
、

最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
各
界
か

ら
の
訴
え
の
中
で
、
山
梨

県
平
和
委
員
会
事
務
局
長

坂
上
は
要
旨
以
下
の
よ
う

に
訴
え
ま
し
た
。

「

4
月
末
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（

核
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
に
山
梨

か
ら
若
者
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
世
界
は
今
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

そ
し
て
イ
ラ
ン
が
攻
撃
に

晒
さ
れ
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

封
鎖
に
よ
る
石
油
危
機
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
高

市
政
権
が
大
軍
拡
、
武
器

輸
出
解
禁
を
推
し
進
め
、

非
核
三
原
則
の
見
直
し
、

ス
パ
イ
防
止
法
、
そ
し
て

憲
法
９
条
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

「

平
和
大
行
進
」
が
開
始

さ
れ
よ
う
と
す
る
中
、
北

富
士
習
場
で
は
米
軍
に
よ

る
砲
撃
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。
沖
縄
駐
留
米
軍
は
一

方
で
は
北
富
士
で
戦
争
準

備
の
砲
撃
訓
練
を
行
い
、

他
方
で
は
イ
ラ
ン
へ
出
撃

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
間
接
的
に
日
本
が
こ
の

戦
争
に
加
担
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
北
富
士

共
闘
会
議
は
知
事
に
対
し

て
、
訓
練
中
止
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「

戦
争
反
対
」
の
声
を
上

げ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

（

坂
上
）
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ご意見・お問い合わせは

🕊平和委員会事務局

090-1213-1981（坂上）

🕊平和新聞山梨版編集部

090-6313-7762（服部）

QRコードを使って動画と連携させる試みを行い

ました。スマホで動画をご覧ください。

「そんなことしたことない」という方もこの機会

に挑戦してみては。今日び、QRコード読み取り
きょう

アプリは標準搭載。カメラ機能でもラインでも

できます。照会先080-8831-8884（倉嶋）

▼
「
響
け
９
条
」

と
い
う
歌
が
ネ
ッ

ト
上
に
拡
が
っ

て
い
る
。
全
国

の
集
会
な
ど
で
も
流
れ

て
い
る
に
違
い
な
い
。

▼
作
者
は
奈
良
県
大
和

郡
山
市
議
の
徳
野
衆
さ

ん
。
自
ら
の
詞
に
Ａ
Ｉ

で
曲
を
付
け
、
歌
う
の

も
Ａ
Ｉ
。

曲
は
４
番
ま
で
あ
る

の
だ
が
、
”
サ
ビ
”
は

同
じ
歌
詞
を
繰
り
返
す
。

僕
た
ち
は
黙
ら
な
い

届
け
憲
法

響
け
９

条
踏
み
つ
け
た

命
の

数
だ
け

抱
き
し
め
る

世
界

選
び
た
い

い
く
さ
を
と
め
る

幾
千
の
声
で

平
和
は
き
っ
と

す

み
わ
た
る

Q
R
コ
ー
ド
で
「
徳

野
衆
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を

開
き
、
「
響
け
９
条
」

を
選
ん
で
お
聴
き
く
だ

さ
い
。
（
清
）

明 眸

沖
縄
駐
留
の
米
海
兵

隊
は
、
５
月
18
日
か
ら

北
富
士
演
習
場
で
「
県

道
越
え
砲
撃
訓
練
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
「
殴

り
込
み
部
隊
」
に
よ
る

軍
事
訓
練
は
許
さ
な
い
。

県
内
の
民
主
団
体
で
組

織
す
る
北
富
士
共
闘
会

議
は
、
県
に
申
し
入
れ
、

抗
議
の
宣
伝
、
監
視
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
る
で
示
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う

に
「
哲
学
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
じ
ゅ

ん
ち
ゃ
ん
」
が
５
月
19
日
に
「
嘘
を

つ
い
た
こ
と
が
バ
レ
た
時
の
人
間
の

反
応
を
可
視
化
し
ま
し
た
」
と
い
う

動
画
を
投
稿
。
同
日
、
韓
国
に
向
け

て
出
発
す
る
前
の
高
市
首
相
の
会
見
の
映
像
で
す
。

嘘つき顔
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五
月
九
日
か
ら
十
日
、

「
ビ
キ
ニ
デ
ーin

高
知2026

」

が
高
知
城
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
高
知
で
の
ビ
キ
ニ

デ
ー
は
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
十
五
県
か
ら
二
百

二
十
人
。
主
催
は
、
太
平
洋

核
被
災
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ビ

キ
ニ
労
災
訴
訟
を
支
援
す
る

会
、
高
知
県
原
水
爆
対
策
協

議
会
。
協
賛
は
、
日
本
被
団

協
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
、
日
本

原
水
協
、
高
知
県
生
協
で
す
。

第
五
福
竜
丸
と
同
時
期
に

ビ
キ
ニ
海
域
で
被
災
し
た
船

舶
は
の
べ
千
隻
と
さ
れ
て
お

り
、
高
知
で
の
訴
訟
は
今
も

続
い
て
い
ま
す
。
筆
者
は
二

日
間
こ
の
集
会
に
参
加
し
、

原
水
爆
の
被
害
の
広
さ
と
深

さ
を
改
め
て
感
じ
、
高
知
人

の
熱
意
と
行
動
力
、
そ
し
て

視
野
の
広
さ
に
多
く
を
学
ん

だ
の
で
報
告
し
ま
す
。

（
坂
上
玲
子
）

ビ
キ
ニ
被
災
船
員
訴
訟

原
告
団
長

下
本
節
子
さ
ん

羽
田
か
ら
一
時
間
二
十
分
で
高
知
竜
馬

空
港
に
到
着
。
空
港
に
は
ビ
キ
ニ
被
災
船

員
訴
訟
原
告
団
長
の
下
本
節
子
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
、
昨
年

三
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
核
兵
器
禁
止
条
約

締
約
国
会
議
に
参
加
し
た
仲
間
で
す
。
彼

女
は
今
回
の
集
会
で
原
告
団
長
と
し
て
挨

拶
を
し
、
分
科
会
で
も
地
球
規
模
の
連
帯

を
訴
え
ま
し
た
。

彼
女
の
父
親
は
船
員
で
ビ
キ
ニ
海
域
で

被
ば
く
し
ま
し
た
。
生
前
は
何
も
語
ら
ず
、

室
戸
で
は
被
災
の
こ
と
は
言
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

三
十
年
た
っ
て
地
元
の
高
校
生
の
聞
き
取

り
調
査
で
、
被
ば
く
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
高
校
生
と
と
も
に

活
動
や
学
習
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

福
島
の
原
発
事
故
の

時
に
、
被
害

が
隠
蔽
さ
れ
る
様
子
を
み
て
、
「
被
ば
く

し
た
父
の
無
念
を
晴
ら
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
原
発
事
故
の
放
射
能
の
危
険
を

知
ら
せ
る
た
め
に
」
裁
判
に
加
わ
り
、
三

代
目
の
団
長
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
高
知

で
損
失
補
償
請
求
訴
訟
、
東
京
で
被
ば
く

船
員
保
険
訴
訟
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
コ
ス
タ
リ
カ
に
も
出

か
け
、
ヒ
ロ
シ
マ
で
も
世
界
の
被
爆
者
と

話
し
、
「
は
ち
き
ん
平
和
大
使
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

幡
多
ゼ
ミ

高
知
の
船
舶
被
災
は
高
校
生
が
聞
き
取

り
を
始
め
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

山
下
正
寿
さ
ん
と
幡
多
ゼ
ミ
に
つ
い
て
は

よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
一
九
八
三
年
の

夏
、
高
知
県
西
南
部
に
あ
る
幡
多
郡
に

「
幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
郡
下
の
公
立
高
校
九
校
の
生
徒

た
ち
が
自
主
的
に
地
域
調
査
や
平
和
学
習

に
取
り
組
む
サ
ー
ク
ル
で
、
社
会
科
教
師

の
、
山
下
さ
ん
ら
が
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
は
強
制
疎
開
の
こ
と
や
地
域

に
配
備
さ
れ
た
基
地
の
調
査
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
に
は
、
被
爆
者
証
言
の
聞

き
取
り
を
は
じ
め
、
そ
の
中
か
ら
ビ
キ
ニ

船
員
の
存
在
に
つ
き
当
た
り
ま
し
た
。
高

校
生
た
ち
は
、
事
実
を
掘
り
起
こ
し
、
そ

こ
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
を
持
ち
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
一
軒
一
軒
訪

ね
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
真
剣
な
姿
が
、
今

ま
で
口
を
閉
ざ
し
て
い
た
船
員
た
ち
の
心

を
開
き
、
語
り
た
く
て
も
語
れ
な
か
っ
た

事
実
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
幡
多
ゼ
ミ
は

今
も
続
き
、
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
学
ぶ
場
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

加
害
者
は
真
実
を
葬
る

集
会
一
日
目
は
放
射
線
防
護
学
が
専
門

の
野
口
邦
和
さ
ん
の
講
演
で
し
た
。
野
口

さ
ん
は
、
核
兵
器
の
実
験
回
数
や
威
力
、

保
有
力
な
ど
の
説
明
を
さ
れ
た
後
、
核
兵

器
の
被
害
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
被
害
者
は
先
住
民
や
弱
者
で

あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
差
別
が
あ
る
こ
と
、

加
害
者
は
被
害
を
隠
蔽
し
放
置
す
る
こ
と
、

人
権
は
無
視
さ
れ
人
命
は
軽
視
さ
れ
る
こ

と
な
ど
で
す
。
そ
し
て
核
保
有
国
に
と
っ

て
、
核
兵
器
開
発
は
「
最
高
度
の
軍
事
機

密
」
で
あ
り
、
核
被
害
の
実
相
が
解
明
、

公
表
さ
れ
な
い
以
上
、
わ
れ
わ
れ
が
被
害

を
掘
り
起
こ
し
、
政
府
に
実
相
を
公
表
す

る
よ
う
迫
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

高
知
人
の
熱
意
と
行
動
力
に
学
ぶ

今
回
の
「
ビ
キ
ニ
デ
ーi

n

高
知
」
に
参

加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
何
と
い
っ
て
も

高
知
人
の
熱
意
と
行
動
力
、
そ
し
て
視
野

の
広
さ
で
し
た
。
幡
多
ゼ
ミ
の
高
校
生
た

ち
、
「
ビ
キ
ニ
デ
ーi

n

高
知
」
を
開
催
し

た
実
行
委
員
会
、
訴
訟
団
長
の
下
本
さ
ん
、

み
ん
な
自
分
と
高
知
、
世
界
を
見
据
え
て

行
動
し
て
い
ま
し
た
。
悲
惨
な
歴
史
か
ら

学
び
、
考
え
行
動
す
る
、
山
梨
で
も
「
山

ゼ
ミ
」
を
や
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

平和な未来・平和委員会の活動

みんなで考えよう！ご参加お待ちしています。

日時：７月４日（土）

13：00～14：30 定期大会

14：30～15：30 学習会
(講師は日本平和委員会理事）

＊14:30からは会員でなくても参加できます。

会場：南アルプス 樹園

大研修室（南アルプス市野牛島２７２２)
055-285-4131

定期大会後 夕方からはバーベキュー大会

日時：７月４日（土）～５日（日）（宿泊は希望者）

場所： 南アルプス 樹園

16：00～19：00 バーベキュー

19:00～温泉 プラネタリウムなど

バーベキュー参加ご希望の方は
申し込み先 090-1213-1981 坂上まで

暑いけど、やっぱり現地ヒロシマで見て、聞いて何かを感じるはず！

８月４日（火）～８月６日（木） 平和委員会 参加目標３人です。

参加費は約１０万円の予定

若干の補助が出ます （オンライン参加も有り）

現地広島参加または、オンライン参加ご希望の方は

申し込み先 090-1213-1981 坂上まで

山梨県平和委員会定期大会 お知らせ

2026 原水爆禁止世界大会参加者募集！

ー高知人の熱意・行動力 そして視野の広さー


